
2022年度 研究活動発表会 プログラム 2023.2.10.

発表順i時間 担当科 フ‾
」 マ 

1 10:10へ10:30 森と海の自然科 

「船は天下の要用」水運の実相と歴史 

科の多様な活動歴から「水運」というテーマを取り上げ、 

その種々相と歴史を考察する。 

2 10:35へ10:55 総合科そら組 

新人たちの活動発表「そら組は青春だ!」 

そら組の新しい仲間たちが、活動の一部を紹介します。 

野草料理・森林セラピー…毎週とても楽しく活動しています。 

3 11:00へ11:20 昆虫科 
カミキリムシを追って 

「害虫」としてのイメージが強いカミキリムシ。 

でも生物多様性の観点からすれば欠かせない虫。 

4 11:25へ11:45 自然と環境科 

大和川・亀の瀬地すべり 

大和川・亀の瀬に、60年以上に渡って行われている 

地すべり対策事業を見学した。 

5 11:50へ12:10 水生生物科 
成虫で越年するホソミイトトンボ 

本種幼虫(ヤゴ)の羽化までの飼育と同定。 

特徴あるその生態は。幼虫越冬もあるのか。 

昼食・休憩 午後の開会13:00 

6 13:10へ13:30 野鳥科 
初認調べを始めて約10年間の記録から 

夏鳥と冬鳥の初認調べのデーターが集まりました。この 

データーから鳥の習性と環境についてまとめてみました。 

7 13:35へ13:55 自然観察・科学実験科 

わくわく「自然観察・科学実験」 

科学実験科の紹介と今年度の活動内容。 

終わりに科員による自作ハネフクベの飛翔実験。 

8 14:00/、→14:20 自然観察・工作科 

自然観察・自然工作・社会貢献 

実施状況の報告 

9 14:25へ14:45 自然と文化科 

科の活動紹介と植生調査報告「西谷の魅力」 

西谷の植生調査まとめ・他地区との比較とその特徴・ 

興味深い植物の生活史と形 

10 14:50へ15:10 インタープリテーション奉 

「葉っぱの色の不思議」と「自然ふれあい教室の 

効果的な指導を求めて」 

11. 15:15̃15:35 植物科 
万博の四季の草花 

25年間継続している万博公園の定点観察を今年度の 

活動から「四季の草花」としてまとめ報告。 

12 15:40̃16:00 森林文化科 
サクラ山の「見える化」を図る 

「サクラの花を咲かせる」を目標に整備活動を行って 

きた「サクラ山」の生態報告。 

*進行状況によって、多少時間がずれる場合がございます。ご了解よろしくお願いします


